


新
しん

一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

のヒミツ

それまでのお札
さつ

と比
くら

べて漢
かん

字
じ

の表
ひょう

記
き

が小
ちい

さくなり、代
か

わり
に数

すう

字
じ

が大
おお

きくなった。
桜
さくら

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

総
そう

裁
さい

の
印
いん

章
しょう

は、紫
し

外
がい

線
せん

をあてるとオレ
ンジ色

いろ

に光
ひか

るイ
ンキで印

いん

刷
さつ

され
ている。

光
ひかり

にすかすと栄
えい

一
いち

の
肖
しょう

像
ぞう

が見
み

える「すき
入
い

れ」（すかし）。

お札
さつ

をかたむけると、
図
ず

柄
がら

が変
か

わって見
み

え
る。

お札
さつ

を特
とく

定
てい

するための
「記

き

番
ばん

号
ごう

」。アルファベッ
トと数

すう

字
じ

を組
く

み合
あ

わせて、
同
おな

じものがないようにつ
くる。今

いま

までは最
さい

高
こう

９け
ただったが、新

あたら

しいお札
さつ

では10けたになる。

日
に

本
ほん

銀
ぎん

行
こう

のローマ字
じ

表
ひょう

示
じ

1885年
ねん

以
い

降
こう

、日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が発
はっ

行
こう

したお札
さつ

はすべ
て、円

えん

は「YEN」と表
ひょう

示
じ

。

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

券
けん

の表
ひょう

示
じ

（日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が発
はっ

券
けん

したことを示
しめ

す）

これが実
じっ

際
さい

の大
おお

きさ

写
しゃ
真
しん
アタリ
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　2024年
ねん

、日
に

本
ほん

のお札
さつ

が新
あたら

しくなります。新
あたら

しい一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

の肖
しょう

像
ぞう

は、資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

の父
ちち

といわれた実
じつ

業
ぎょう

家
か

の渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

です。新
あたら

しいお札
さつ

のデザインの特
とく

徴
ちょう

や、なぜ栄
えい

一
いち

が、肖
しょう

像
ぞう

に選
えら

ばれたのか、その一
いっ

生
しょう

を見
み

ていきましょう。

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

ってどんな人
ひと

 ？

●❶偽
ぎ

造
ぞう

防
ぼう

止
し

のすごいワザ！

●❸新
あたら

しい一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

の顔
かお

●❹日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

する駅
えき

●❷だれでも使
つか

いやすい表
ひょう

示
じ 76mm

160mm

オモテ

ウ ラ

アラビア数
すう

字
じ

　目
め

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

やお年
とし

寄
よ

り、外
がい

国
こく

からの旅
りょ

行
こう

者
しゃ

にもわかりやすくするため、「だれに対
たい

してもわかりやすい」ユニバーサルデザイン
を採

さい

用
よう

。表
おもて

面
めん

と裏
うら

面
めん

にアラビア数
すう

字
じ

で
「10000」と大

おお

きく、手
て

でさわってわかる深
ふか

凹
おう

版
はん

印
いん

刷
さつ

という方
ほう

法
ほう

で印
いん

刷
さつ

されている。

３
スリー

D
ディー

ホログラム
　かたむけると絵

え

や色
いろ

が変
へん

化
か

して見
み

える
ホログラムは、お札

さつ

の偽
ぎ

造
ぞう

を防
ふせ

ぐために
2004年

ねん

から導
どう

入
にゅう

された。新
あたら

しいお札
さつ

には、
見
み

る角
かく

度
ど

によって肖
しょう

像
ぞう

の顔
かお

の向
む

きが変
か

わ
る３

スリー

Ｄ
ディー

ホログラムが使
つか

われる。この技
ぎ

術
じゅつ

がお札
さつ

に採
さい

用
よう

されるのは世
せ

界
かい

初
はつ

。

インクの色
いろ

は14色
しょく

　一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

を印
いん

刷
さつ

するには、表
おもて

14色
しょく

、
裏
うら

７色
しょく

のインクが使
つか

われている。お札
さつ

を細
こま

かく見
み

てみると、絶
ぜつ

妙
みょう

に色
いろ

が組
く

み
合
あ

わされていることがわかる。

肖
しょう

像
ぞう

・渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

　1867年
ねん

、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

のころに海
かい

外
がい

に渡
わた

って資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

について学
まな

び、株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

や銀
ぎん

行
こう

の仕
し

組
く

みを日
に

本
ほん

に広
ひろ

めた。日
に

本
ほん

の経
けい

済
ざい

の基
き

本
ほん

をつくったことか
ら「日

に

本
ほん

資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

の父
ちち

」と呼
よ

ばれる。引
いん

退
たい

後
ご

も外
がい

国
こく

との外
がい

交
こう

にはげむなど日
に

本
ほん

の未
み

来
らい

のために働
はたら

いた。
500の企

き

業
ぎょう

の創
そう

立
りつ

と、600の社
しゃ

会
かい

事
じ

業
ぎょう

に関
かか

わった
とされる実

じつ

業
ぎょう

家
か

だった。その功
こう

績
せき

から一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

の
顔
かお

に選
えら

ばれた。

東
とう

京
きょう

駅
えき

丸
まる

の内
うち

駅
えき

舎
しゃ

　1914年、開
かい

業
ぎょう

した日
に

本
ほん

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

と呼
よ

ばれる駅
えき

。
国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

で、世
せ

界
かい

的
てき

な観
かん

光
こう

名
めい

所
しょ

となってい
る。赤

あか

レンガと白
しろ

い大
だい

理
り

石
せき

を組
く

み合
あ

わせた建
たて

物
もの

は
とてもじょうぶで、関

かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

のときも、くずれ
ることなく乗

の

りこえた。渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

も71社
しゃ

もの鉄
てつ

道
どう

事
じ

業
ぎょう

にかかわっていった。

お札
さつ

の顔
かお

のつくり方
かた

　お札
さつ

の肖
しょう

像
ぞう

は、写
しゃ

真
しん

などを元に
して、お札

さつ

の製
せい

造
ぞう

を行
おこな

っている国
こく

立
りつ

印
いん

刷
さつ

局
きょく

の工
こう

芸
げい

官
かん

の手
て

で彫
ちょう

刻
こく

され
ている。

お札
さつ

にのっている人
ひと

の
活
かつ

躍
やく

したエピソードです。
お札

さつ

にのっている人
ひと

の
意
い

外
がい

な一
いち

面
めん

や、失
しっ

敗
ぱい

談
だん

です。

伝記

読
どく

書
しょ

に夢
む

中
ちゅう

だった栄
えい

一
いち

少
しょう

年
ねん
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埼
さい

玉
たま

県
けん

深
ふか

谷
や

市
し

にある、旧
きゅう

渋
しぶ

沢
さわ

邸
てい

「中
なか

の
ん

家
ち

」。

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

の一
いっ

生
しょう

　裕
ゆう

福
ふく

な農
のう

家
か

に生
う

まれた渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は、5歳
さい

から学
がく

問
もん

を始
はじ

めます。初
はじ

めは難
むずか

しかった読
どく

書
しょ

も、興味を
もった本を読むうちに、だんだんおもしろくなりました。歩

ある

きながら本
ほん

を読
よ

むほどでした。さらに、
13歳

さい

でひとりで染
そめ

物
もの

の材
ざい

料
りょう

を買
か

いつけに行
い

くようになり、商
しょう

売
ばい

を学
まな

びます。

年
とし

できごと

1840 武
む

蔵
さしの

国
くに

榛
はん

沢
ざわ

郡
ぐん

血
ち

洗
あらい

島
じま

村
むら

（現
げん

在
ざい

の埼
さい

玉
たま

県
けん

深
ふか

谷
や

市
し

）の農
のう

家
か

に生
う

まれる。

1845 父
ちち

から中
ちゅう

国
ごく

の本
ほん

を暗
あん

唱
しょう

させられ、記
き

憶
おく

力
りょく

がきたえられる。

1847 このころ、従
い と こ

兄の尾
お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

に学
がく

問
もん

を習
なら

い始
はじ

める。

1853 ペリー来
らい

航
こう

。日
に

本
ほん

が開
かい

国
こく

へと動
うご

き始
はじ

める。

1854 家
いえ

の仕
し

事
ごと

にはげみ始
はじ

める。藍
あい

の仕
し

事
ごと

で商
しょう

売
ばい

の才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

する。

1858 従
いとこ

妹のちよ（尾
お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

の妹
いもうと

）と結
けっ

婚
こん

。

1861 儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

・海
かい

保
ほ

漁
ぎょ

村
そん

の塾
じゅく

、剣
けん

術
じゅつ

の千
ち

葉
ば

道
どう

場
じょう

で勤
きん

王
のう

志
し

士
し

たちと知
し

り合
あ

う。

1858 安
あん

政
せい

の大
たい

獄
ごく

が起
お

こる。

1863
倒
とう

幕
ばく

のため、高
たか

崎
さき

城
じょう

のっ取
と

り、横
よこ

浜
はま

の外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

の焼
や

きうち
をくわだてるが、計

けい

画
かく

を中
ちゅう

止
し

。幕
ばく

府
ふ

から逃
のが

れるため、村
むら

を出
で

て
京
きょう

都
と

へ向
む

かう。

1864 幕
ばく

府
ふ

からかけられた疑
うたが

いを晴
は

らすため、一
ひとつ

橋
ばし

慶
よしのぶ

喜の家
か

臣
しん

となる。

1866 栄
えい

一
いち

は幕
ばく

府
ふ

に仕
つか

える。一
ひとつ

橋
ばし

慶
よしのぶ

喜が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に。

1867
慶
よしのぶ

喜の弟
おとうと

、徳
とく

川
がわ

昭
あきたけ

武の留
りゅう

学
がく

のお供
とも

としてフランスへ。パリ万
ばん

博
ぱく

視
し

察
さつ

後
ご

、
ヨーロッパ諸

しょ

国
こく

をまわり、銀
ぎん

行
こう

の仕
し

組
く

みや株
かぶ

式
しき

制
せい

度
ど

について学
まな

ぶ。

大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

、王
おう

政
せい

復
ふっこ

古の大
だい

号
ごう

令
れい

。

1868 帰
き

国
こく

し、駿
すん

府
ぷ

（静
しず

岡
おか

）にいる慶
よしのぶ

喜のもとへ向
む

かう。

1869
駿
すん

府
ぷ

紺
こう

屋
や

町
まち

に日
に

本
ほん

初
はつ

の合
がっ

本
ぽん

組
そ

織
しき

（株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

の先
さき

駆
が

け）である商
しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

を開
ひら

く。民
みん

部
ぶ

省
しょう

租
そ

税
ぜいの

正
かみ

を命
めい

ぜられ明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

に仕
つか

える。

1872 国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

。

1873
政
せい

府
ふ

との考
かんが

え方
かた

のちがいにより大
おお

蔵
くら

省
しょう

を辞
や

める。その後
ご

、日
に

本
ほん

で最
さい

初
しょ

の銀
ぎん

行
こう

、第
だい

一
いち

国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

を開
かい

業
ぎょう

。総
そう

監
かん

役
やく

を務
つと

める。

地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

。

1875
商
しょう

人
にん

のために商
しょう

業
ぎょう

を専
せん

門
もん

に教
おし

える学
がっ

校
こう

として商
しょう

法
ほう

講
こう

習
しゅう

所
しょ

（後
のち

の一
ひとつ

橋
ばし

大
だい

学
がく

）の管
かん

理
り

を任
まか

される。

1876 養
よう

育
いく

院
いん

（現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

都
と

健
けん

康
こう

長
ちょう

寿
じゅ

医
い

療
りょう

センター）事
じ

務
む

長
ちょう

に就
しゅう

任
にん

。

1878 東
とう

京
きょう

商
しょう

法
ほう

会
かい

議
ぎ

所
しょ

の初
しょ

代
だい

会
かい

頭
とう

に就
しゅう

任
にん

1880
佐
さ

野
の

常
つね

民
たみ

・大
お

給
ぎゅう

恒
ゆずる

などが創
そう

立
りつ

した博
はく

愛
あい

社
しゃ

（現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

）の
社
しゃ

員
いん

となる。

1886
女
じょ

性
せい

にも知
ち

識
しき

と教
きょう

養
よう

が必
ひつ

要
よう

と、伊
い

藤
とう

博
ひろぶみ

文らと共
とも

に女
じょ

子
し

教
きょう

育
いく

奨
しょう

励
れい

会
かい

（後
のち

の東
とう

京
きょう

女
じょ

学
がっ

館
かん

）を創
そう

立
りつ

。

1894 日
にっしん

清戦
せん

争
そう

勃
ぼっ

発
ぱつ

。

1909
つとめていた多

おお

くの企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

の役
やく

員
いん

を辞
じ

任
にん

。日
にち

米
べい

関
かん

係
けい

の改
かい

善
ぜん

の
ため、渡

と

米
べい

実
じつ

業
ぎょう

団
だん

を結
けっ

成
せい

し、アメリカへ。タフト大
だい

統
とう

領
りょう

やトー
マス・エジソンらと会

かい

見
けん

。

1913 北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

の申
もう

し立
た

てを受
う

け、日
に

本
ほん

結
けっ

核
かく

予
よ

防
ぼう

協
きょう

会
かい

を創
そう

立
りつ

。

1914 第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

勃
ぼっ

発
ぱつ

。

1916 実
じつ

業
ぎょう

界
かい

を完
かん

全
ぜん

に引
いん

退
たい

。

1923
関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

で被
ひ

災
さい

するも、大
だい

震
しん

災
さい

善
ぜん

後
ご

会
かい

創
そう

立
りつ

につくすなど、
復
ふっこう

興につとめる。

1925 1926年
ねん

度
ど

、ノーベル平
へい

和
わ

賞
しょう

候
こう

補
ほ

者
しゃ

に推
すい

薦
せん

される。

1926
日
にっ

本
ぽん

放
ほう

送
そう

協
きょう

会
かい

が設
せつ

立
りつ

、顧
こ

問
もん

となる。この年
とし

から1929年
ねん

まで、毎
まい

年
とし

11
月
がつ

11日
にち

の世
せ

界
かい

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

日
び

に、ラジオ放
ほう

送
そう

で平
へい

和
わ

へのうったえを行
おこな

う。

1931 11月
がつ

11日
にち

、自
じ

宅
たく

にて家
か

族
ぞく

に見
み

守
まも

られながら亡
な

くなる。

　栄
えい

一
いち

は1840年
ねん

に、武
む

蔵
さしのくに

国榛
はん

沢
ざわ

郡
ぐん

血
ち

洗
あらい

島
じま

村
むら

（現
げん

在
ざい

の埼
さい

玉
たま

県
けん

深
ふか

谷
や

市
し

）に生
う

まれました。村
むら

人
びと

のほと
んどは渋

しぶ

沢
さわ

家
け

の親
しん

族
ぞく

で、農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

んでいました。
渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は13人
にん

兄
きょう

妹
だい

でしたが、そのうちの10人
にん

は幼
おさな

いうちに亡
な

くなり、男
おとこ

の子
こ

は栄
えい

一
いち

ひとりだ
け。栄

えい

一
いち

はあとつぎとしてとても大
たい

切
せつ

に育
そだ

てら
れ、大

おお

きな病
びょう

気
き

をすることもなく、元
げん

気
き

いっぱ
いに成

せい

長
ちょう

していきます。

農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む 
村

むら

に生
う

まれる

　栄
えい

一
いち

の父
ちち

の市
いち

郎
ろ う

右
え

衛門
も ん

は商
しょう

売
ばい

が上
じょう

手
ず

で、勉
べん

強
きょう

をよくする人
ひと

でした。市
いち

郎
ろ う

右
え

衛門
も ん

は栄
えい

一
いち

が5歳
さい

に
なると中

ちゅう

国
ごく

の本
ほん

を暗
あん

唱
しょう

させ、7歳
さい

ごろから栄
えい

一
いち

の
従
い と こ

兄の尾
お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

のもとに勉
べん

強
きょう

に行
い

かせました。
11歳

さい

ごろから、惇
じゅん

忠
ちゅう

は栄
えい

一
いち

に決
き

まった本
ほん

を暗
あん

唱
しょう

させるようなことはせず、栄
えい

一
いち

が興
きょう

味
み

をもった
本
ほん

を好
す

きなだけ読
よ

ませました。栄
えい

一
いち

は、たくさ
んの本

ほん

を読
よ

むことで、　自
し

然
ぜん

と読
どく

書
しょく

力
りょく

がついて、
色
いろ

々
いろ

なことが理
り

解
かい

できるようになることを知
し

り
ました。

5歳
さい

で中
ちゅう

国
ごく

の学
がく

習
しゅう

書
しょ

を学
がく

び始
はじ

め、
11歳

さい

ごろ読
どく

書
しょ

に目
め

覚
ざ

める
　栄

えい

一
いち

は13歳
さい

になると父
ちち

の市
いち

郎
ろ う

右
え

衛門
も ん

から「家
いえ

の
仕
し

事
ごと

を手
て

伝
つだ

いなさい」と言
い

われました。
　栄

えい

一
いち

の家
いえ

は農
のう

業
ぎょう

のほかに、カイコから繭
まゆ

を取
と

る養
よう

蚕
さん

や、染
そめ

物
もの

に使
つか

う藍
あい

の商
しょう

売
ばい

を営
いとな

んでいまし
た。藍

あい

の商
しょう

売
ばい

は、染
せん

料
りょう

の材
ざい

料
りょう

となる藍
あい

の葉
は

を手
て

に入
い

れることから始
はじ

まります。栄
えい

一
いち

の家
いえ

では、
ほかの村

むら

からも藍
あい

の葉
は

を買
か

いつけ、それらを加
か

工
こう

して染
そめ

物
もの

屋
や

に売
う

っていました。
　あるとき、市

いち

郎
ろ う

右
え

衛門
も ん

は買
か

いつけを祖
そ

父
ふ

の只
ただ

右
え

衛門
も ん

と栄
え い

一
い ち

にたのみ、信
しん

州
しゅう

の取
とり

引
ひき

先
さき

まわりへ
と出

で

かけていきました。栄
えい

一
いち

は年
とし

老
お

いた祖
そ

父
ふ

に
ことわって、ひとりで藍

あい

の葉
は

の買
か

いつけに出
で

か
けました。村

むら

人
びと

たちはまだ子
こ

どもの栄
えい

一
いち

が正
せい

確
かく

な目
め

利
き

きをするのでとてもおどろきました。
　農

のう

家
か

の信
しん

頼
らい

を得
え

た栄
えい

一
いち

は近
きん

所
じょ

の村
むら

々
むら

をまわり、
その年

とし

の藍
あい

の葉
は

をほとんど買
か

いつけてしまいま
した。長

なが

旅
たび

からもどった市
いち

郎
ろう

右
う

衛
え

門
もん

は、手
て

ごろ
な値

ね

段
だん

でいい藍
あい

の葉
は

をたくさん仕
し

入
い

れた栄
えい

一
いち

に
おどろき、大

たい

変
へん

ほめました。

13歳
さい

で商
しょう

売
ばい

人
にん

の才
さい

能
のう

が
芽

め

生
ば

える

　栄
えい

一
いち

は『三
さん

国
ごく

志
し

』や『里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの英
えい

雄
ゆう

が
活
かつ

躍
やく

する物
もの

語
がたり

が大
だい

好
す

きで時
じ

間
かん

を忘
わす

れて読
よ

みふけ
りました。栄

えい

一
いち

があまりに本
ほん

に夢
む

中
ちゅう

なので、父
ちち

はあきれて「読
よ

み書
か

きは大
だい

事
じ

だが、のめりこみす
過
す

ぎるんじゃない」と忠
ちゅう

告
こく

をしたほどです。
　栄

えい

一
いち

は行
い

き帰
かえ

りの道
みち

を本
ほん

を読
よ

みながら歩
ある

くの
です。ある年

とし

のお正
しょう

月
がつ

には晴
は

れ着
ぎ

を着
き

たまま本
ほん

を読
よ

み歩
ある

いていて、溝
みぞ

に落
お

ち、服
ふく

を汚
よご

して、母
はは

にものすごくしかられたりもしたそうです。

本
ほん

に夢
む

中
ちゅう

になり過
す

ぎて
溝

みぞ

に落
お

ちることも

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

物
もの

語
がたり

でん       き

伝記 渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

物
もの

語
がたり
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　1909年
ねん

、栄
えい

一
いち

は当
とう

時
じ

兼
けん

任
にん

していた多
おお

くの企
き

業
ぎょう

の役
やく

員
いん

から退
たい

任
にん

しました。栄
えい

一
いち

はそれまで、目
め

先
さき

の利
り

益
えき

にとらわれない考
かんが

え方
かた

を広
ひろ

めたり、銀
ぎん

行
こう

や株
かぶ

式
しき

制
せい

度
ど

の実
じつ

現
げん

など実
じつ

業
ぎょう

界
かい

全
ぜん

体
たい

の改
かい

善
ぜん

など
を行

おこな

ってきました。
　しかし日

に

本
ほん

の経
けい

済
ざい

が発
はっ

展
てん

するにつれて貧
ひん

富
ぷ

の
差
さ

は大
おお

きくなっていました。栄
えい

一
いち

はそんな世
よ

の
中
なか

を見
み

て、以
い

前
ぜん

から取
と

り組
く

んでいた社
しゃ

会
かい

事
じ

業
ぎょう

に
力
ちから

をいっそうつくそうと考
かんが

えたのです。栄
えい

一
いち

は
その後

のち

もいくつかの企
き

業
ぎょう

の役
やく

員
いん

をつとめていま
したが、76歳

さい

で会
かい

社
しゃ

経
けい

営
えい

から完
かん

全
ぜん

に引
いん

退
たい

しました。

69歳
さい

で多
おお

くの役
やく

員
いん

を辞
や

め、
77歳

さい

で会
かい

社
しゃ

経
けい

営
えい

から引
いん

退
たい

　明
めい

治
じ

時
じ

代
だい

後
こう

半
はん

、日
に

本
ほん

とアメリカの関
かん

係
けい

は徐
じょ

々
じょ

に悪
あっ

化
か

していきました。このままでは日
に

本
ほん

人
じん

が
海
かい

外
がい

で活
かつ

躍
やく

する場
ば

所
しょ

がなくなってしまうと思
おも

っ
た栄

えい

一
いち

は、1909年
ねん

に経
けい

済
ざい

界
かい

で活
かつ

躍
やく

する民
みん

間
かん

人
じん

を
集
あつ

め、アメリカに渡
わた

りさまざまな企
き

業
ぎょう

や有
ゆう

名
めい

人
じん

を訪
たず

ねました。
　栄

えい

一
いち

はこのような海
かい

外
がい

との交
こう

流
りゅう

を何
なん

度
ど

も行
おこな

い、
80歳

さい

をこえても続
つづ

けました。栄
えい

一
いち

は年
とし

老
お

いてか
らも日

に

本
ほん

の未
み

来
らい

のために積
せっ

極
きょく

的
てき

に外
がい

国
こく

との関
かん

係
けい

改
かい

善
ぜん

につとめたのです。

民
みん

間
かん

外
がい

交
こう

でアメリカとの
関

かん

係
けい

改
かい

善
ぜん

を図
はか

る

　財
ざい

政
せい

界
かい

から引
いん

退
たい

した後
あと

の栄
えい

一
いち

は、経
けい

済
ざい

的
てき

に苦
くる

しむ人
ひと

々
びと

を救
すく

うことは、国
くに

のためになると政
せい

府
ふ

にうったえ続
つづ

けました。そして1929年
ねん

に生
せい

活
かつ

に
困
こま

る人
ひと

々
びと

を助
たす

ける救
きゅう

護
ご

法
ほう※がつくられます。しか

し財
ざい

政
せい

の問
もん

題
だい

があり、すぐに施
し

行
こう

されません。
　栄

えい

一
いち

は一
いち

日
にち

も早
はや

く救
きゅう

護
ご

法
ほう

が実
じっ

施
し

されるよう、
政
せい

府
ふ

関
かん

係
けい

者
しゃ

のもとを訊
たず

ねてまわりました。90歳
さい

を過
す

ぎたある日
ひ

のこと、栄
えい

一
いち

は風
か

邪
ぜ

で体
たい

調
ちょう

をく
ずしているのにもかかわらず、大

だい

臣
じん

たちとの面
めん

会
かい

に向
む

かおうと支
し

度
たく

を始
はじ

めました。それを見
み

か
ねた家

か

族
ぞく

や医
い

者
しゃ

が引
ひ

きとめると、栄
えい

一
いち

は「これが
もとで命

いのち

を落
お

としても、20万
まん

人
にん

もの不
ふ

幸
こう

な人
ひと

た
ちが救

すく

われるのなら、結
けっ

構
こう

なことではないです
か」と答

こた

えたといいます。その翌
よく

年
とし

、栄
えい

一
いち

は腸
ちょう

の
病
びょう

気
き

でたおれ、回
かい

復
ふく

することなく91歳
さい

で亡
な

くな
りました。死

し

の間
ま

際
ぎわ

まで願
ねが

っていた救
きゅう

護
ご

法
ほう

が施
し

行
こう

されたのは栄
えい

一
いち

の死
し

から2か月
げつ

後
ご

のことでした。

死
し

の間
ま

際
ぎわ

まで力
ちから

を尽
つ

くし
救
きゅう

護
ご

法
ほう

が成
せい

立
りつ

　一
いち

万
まん

円
えん

以
い

内
ない

で行
い

ける距
きょ

離
り

はどれくらいで
しょう？　新

しん

幹
かん

線
せん

（自
じ

由
ゆう

席
せき

）なら東
とう

京
きょう

駅
えき

から
愛
あい

知
ち

県
けん

の三
み

河
かわ

安
あん

城
じょう

駅
えき

までで9900円
えん

。次
つぎ

の
名
な

古
ご

屋
や

駅
えき

となると、1万
まん

560円
えん

です。2019
年
ねん

は、31年
ねん

続
つづ

いた平
へい

成
せい

の時
じ

代
だい

が終
お

わり、
令
れい

和
わ

という新
しん

元
げん

号
ごう

にかわった年
とし

でした。ま
た、タピオカミルクティーが大

だい

流
りゅう

行
こう

した年
とし

でもありました。タピオカミルクティーは
1杯

ぱい

の値
ね

段
だん

が約
やく

500円
えん

なので、一
いち

万
まん

円
えん

なら
20杯

ぱい

ほど買
か

うことができます。

東
とう

京
きょう

駅
えき

から三
み

河
かわ

安
あん

城
じょう

駅
えき

まで9900円
えん

栄
えい

一
いち

は、日
に

本
ほん

とアメリカの子
こ

どもが人
にん

形
ぎょう

を贈
おく

り合
あ

う活
かつ

動
どう

を行
おこな

った。写
しゃ

真
しん

は1927年
ねん

、アメリカから贈
おく

られた約
やく

1万
まん

2000体
たい

の「青
あお

い目
め

の人
にん

形
ぎょう

」の一
いち

部
ぶ

。

※生
せい
活
かつ
保
ほ
護
ご
法
ほう
の前

ぜん
身
しん
。

　多
おお

くの会
かい

社
しゃ

を設
せつ

立
りつ

・育
いく

成
せい

をしたり、病
びょう

院
いん

や教
きょう

育
いく

機
き

関
かん

の設
せつ

立
りつ

・支
し

援
えん

をしたり、社
しゃ

会
かい

公
こう

共
きょう

事
じ

業
ぎょう

にもつくし
た渋

しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は、財
ざい

界
かい

引
いん

退
たい

後
ご

、社
しゃ

会
かい

貢
こう

献
けん

や教
きょう

育
いく

により力
ちから

を入
い

れました。身
み

寄
よ

りのない老
ろう

人
じん

や子
こ

どもの面
めん

倒
どう

を見
み

る養
よう

育
いく

院
いん

の活
かつ

動
どう

にいっそう力
ちから

を入
い

れ、働
はたら

く人
ひと

の環
かん

境
きょう

を守
まも

る労
ろう

働
どう

組
くみ

合
あい

の土
ど

台
だい

をつくりました。

最
さい

期
ご

まで世
よ

のため、人
ひと

のため 　栄
えい

一
いち

はじつによく食
た

べたといいます。70歳
さい

を
過
す

ぎても、朝
あさ

はオートミール（クリームと砂
さ

糖
とう

入
い

り）とスープ、半
はん

熟
じゅく

卵
たまご

2個
こ

、トースト2枚
まい

、紅
こう

茶
ちゃ

と
果
くだ

物
もの

、昼
ひる

は洋
よう

食
しょく

、夜
よる

は料
りょう

亭
てい

や帝
てい

国
こく

ホテルなどで
会
かい

食
しょく

したというのですから、その食
しょく

欲
よく

にはおど
ろかされます。子

こ

どものころは食
た

べ過
す

ぎで体
たい

調
ちょう

をくずしたこともあったそうです。パンや埼
さい

玉
たま

の郷
きょう

土
ど

料
りょう

理
り

の煮
に

ぼうとうなど小
こ

麦
むぎ

粉
こ

を使
つか

った料
りょう

理
り

が好
す

きだったことも、栄
えい

一
いち

が西
せい

洋
よう

文
ぶん

化
か

にすぐ
になじめた理

り

由
ゆう

かもしれません。

元
げん

気
き

の源
みなもと

は食
しょく

事
じ

から？
幼
おさな

いころから大
たい

食
しょく

漢
かん

だった !?

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

のお札
さつ

が発
はっ

表
ぴょう

された2019年
ねん

の一
いち

万
まん

円
えん

の価
か

値
ち

でん       き

3

お札
さつ

のことがわかる！
　ここで取

と

り上
あ

げられているお札
さつ

について、どうしてこの人
じん

物
ぶつ

がと
りあげられたか、どうしてこの図

ず

柄
がら

なのか、偽
ぎ

造
ぞう

を防
ふせ

ぐために、ど
んな技

わざ

が使
つか

われているのか、お札
さつ

のヒミツにせまります！

お札
さつ

の人
じん

物
ぶつ

の伝
でん

記
き

がわかる！
　お札

さつ

に描
えが

かれた人
じん

物
ぶつ

がどんな人
じん

生
せい

を歩
あゆ

んで、何
なに

をなしとげ、どん
な苦

く

労
ろう

や失
しっ

敗
ぱい

をしたのか、小
ちい

さな
ころからふり返

かえ

ります。年
ねん

表
ぴょう

もつ
いています。

このお札
さつ

が発
はっ

行
こう

されたときの、
お金

かね

の価
か

値
ち

がわかる！
　このお札

さつ

が発
はっ

行
こう

されたとき、お
金
かね

の価
か

値
ち

は今
いま

とくらべてどうちが
うのか、身

み

近
ぢか

なものを例
れい

にあげて
くらべてみました。

2

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

ってどんな人
ひと

？   4
読
どく

書
しょ

に夢
む

中
ちゅう

だった栄
えい

一
いち

少
しょう

年
ねん

   6
衝
しょう

撃
げき

のヨーロッパ体
たい

験
けん

   8
日
に

本
ほん

を発
はっ

展
てん

させる組
そ

織
しき

を!   10
最
さい

期
ご

まで世
よ

のため、人
ひと

のため   12

福
ふく

沢
ざわ

諭
ゆ

吉
きち

ってどんな人
ひと

？   14
悪
あく

童
どう

から読
どく

書
しょ

好
ず

きな少
しょう

年
ねん

へ   16
学
がく

問
もん

を広
ひろ

げた海
かい

外
がい

の文
ぶん

化
か

   18
教
きょう

育
いく

の大
たい

切
せつ

さを広
ひろ

める   20

聖
しょう

徳
とく

太
たい

子
し

ってどんな人
ひと

？   22
幼
よう

少
しょう

期
き

から仏
ぶっ

教
きょう

を学
まな

ぶ   24
摂
せっ

政
しょう

として政
せい

治
じ

に関
かか

わる   26
理
り

想
そう

の国
こっ

家
か

を目
め

指
ざ

す   28

紫
むらさき

式
しき

部
ぶ

ってどんな人
ひと

？   30

高
たか

橋
はし

是
これ

清
きよ

ってどんな人
ひと

？   32

板
いた

垣
がき

退
たい

助
すけ

ってどんな人
ひと

？   34

岩
いわ

倉
くら

具
とも

視
み

ってどんな人
ひと

？   31

二
にの

宮
みや

尊
そん

徳
とく

ってどんな人
ひと

？   33

そのほかのお札
さつ

   36

お札
さつ

の偽
ぎ

造
ぞう

防
ぼう

止
し

技
ぎ

術
じゅつ

の変
へん

化
か

   36
さくいん   38

しぶ さわ えい いち
いち まん えん さつ もの がたり



日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

のローマ字
じ

表
ひょう

示
じ

。

1885年
ねん

以
い

降
こう

、日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が発
はっ

行
こう

したお札
さつ

はすべ
て、円

えん

は「YEN」と表
ひょう

示
じ

。

これが実
じっ

際
さい

の大
おお

きさ

写
しゃ
真
しん
アタリ

5

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

ってどんな人
ひと

 ？

●❶偽
ぎ

造
ぞう

防
ぼう

止
し

のすごいワザ！

●❸新
あたら

しい一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

の顔
かお

●❹日
に

本
ほん

を代
だい

表
ひょう

する駅
えき

76mm

160mm

ウ ラ

３
スリー

D
ディー

ホログラム
　かたむけると絵

え

や色
いろ

が変
へん

化
か

して見
み

える
ホログラムは、お札

さつ

の偽
ぎ

造
ぞう

を防
ふせ

ぐために
2004年

ねん

から導
どう

入
にゅう

された。新
あたら

しいお札
さつ

には、
見
み

る角
かく

度
ど

によって肖
しょう

像
ぞう

の顔
かお

の向
む

きが変
か

わ
る３

スリー

Ｄ
ディー

ホログラムが使
つか

われる。この技
ぎ

術
じゅつ

がお札
さつ

に採
さい

用
よう

されるのは世
せ

界
かい

初
はつ

。

肖
しょう

像
ぞう

・渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

　1867年
ねん

、明
めい

治
じ

維
い

新
しん

のころに海
かい

外
がい

に渡
わた

って資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

について学
まな

び、株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

や銀
ぎん

行
こう

の仕
し

組
く

みを日
に

本
ほん

に広
ひろ

めた。日
に

本
ほん

の経
けい

済
ざい

の基
き

本
ほん

をつくったことか
ら「日

に

本
ほん

資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

の父
ちち

」と呼
よ

ばれる。引
いん

退
たい

後
ご

も外
がい

国
こく

との外
がい

交
こう

にはげむなど日
に

本
ほん

の未
み

来
らい

のために働
はたら

いた。
500の企

き

業
ぎょう

の創
そう

立
りつ

と、600の社
しゃ

会
かい

事
じ

業
ぎょう

に関
かか

わった
とされる実

じつ

業
ぎょう

家
か

だった。その功
こう

績
せき

から一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

の
顔
かお

に選
えら

ばれた。

東
とう

京
きょう

駅
えき

丸
まる

の内
うち

駅
えき

舎
しゃ

　1914年、開
かい

業
ぎょう

した日
に

本
ほん

の玄
げん

関
かん

口
ぐち

と呼
よ

ばれる駅
えき

。
国
くに

の重
じゅう

要
よう

文
ぶん

化
か

財
ざい

で、世
せ

界
かい

的
てき

な観
かん

光
こう

名
めい

所
しょ

となってい
る。赤

あか

レンガと白
しろ

い大
だい

理
り

石
せき

を組
く

み合
あ

わせた建
たて

物
もの

は
とてもじょうぶで、関

かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

のときも、くずれ
ることなくのりこえた。渋

しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

も71社
しゃ

もの鉄
てつ

道
どう

事
じ

業
ぎょう

にかかわっていった。

お札
さつ

の顔
かお

のつくり方
かた

　お札
さつ

の肖
しょう

像
ぞう

は、写
しゃ

真
しん

などを元
もと

に
して、お札

さつ

の製
せい

造
ぞう

を行
おこな

っている国
こく

立
りつ

印
いん

刷
さつ

局
きょく

の工
こう

芸
げい

官
かん

の手
て

で彫
ちょう

刻
こく

され
ている。

新
しん

一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

のヒミツ

それまでのお札
さつ

と比
くら

べて漢
かん

字
じ

の表
ひょう

記
き

が小
ちい

さくなり、代
か

わり
に数

すう

字
じ

が大
おお

きくなった。
桜
さくら

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

総
そう

裁
さい

の
印
いん

章
しょう

は、紫
し

外
がい

線
せん

をあてるとオレ
ンジ色

いろ

に光
ひか

るイ
ンキで印

いん

刷
さつ

され
ている。

光
ひかり

にすかすと栄
えい

一
いち

の
肖
しょう

像
ぞう

が見
み

える「すき
入
い

れ」（すかし）。

お札
さつ

をかたむけると、
図
ず

柄
がら

が変
か

わって見
み

え
る。

お札
さつ

を特
とく

定
てい

するための
「記

き

番
ばん

号
ごう

」。アルファベッ
トと数

すう

字
じ

を組
く

み合
あ

わせて、
同
おな

じものがないようにつ
くる。今

いま

までは最
さい

高
こう

９け
ただったが、新

あたら

しいお札
さつ

では10けたになる。

日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

券
けん

の表
ひょう

示
じ

（日
にっ

本
ぽん

銀
ぎん

行
こう

が発
はっ

券
けん

したことを示
しめ

す）

4

　2024年
ねん

、日
に

本
ほん

のお札
さつ

が新
あたら

しくなります。新
あたら

しい一
いち

万
まん

円
えん

札
さつ

の肖
しょう

像
ぞう

は、資
し

本
ほん

主
しゅ

義
ぎ

の父
ちち

といわれた実
じつ

業
ぎょう

家
か

の渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

です。新
あたら

しいお札
さつ

のデザインの特
とく

徴
ちょう

や、なぜ栄
えい

一
いち

が、肖
しょう

像
ぞう

に選
えら

ばれたのか、その一
いっ

生
しょう

を見
み

ていきましょう。

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

ってどんな人
ひと

 ？

●❷だれでも使
つか

いやすい表
ひょう

示
じ

オモテ

アラビア数
すう

字
じ

　目
め

が不
ふ

自
じ

由
ゆう

な人
ひと

やお年
とし

寄
よ

り、外
がい

国
こく

からの旅
りょ

行
こう

者
しゃ

にもわかりやすくするため、「だれに対
たい

してもわかりやすい」ユニバーサルデザイン
を採

さい

用
よう

。表
おもて

面
めん

と裏
うら

面
めん

にアラビア数
すう

字
じ

で
「10000」と大

おお

きく、手
て

でさわってわかる深
ふか

凹
おう

版
はん

印
いん

刷
さつ

という方
ほう

法
ほう

で印
いん

刷
さつ

されている。



7

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

の一
いっ

生
しょう

年
とし

できごと

1840 武
む

蔵
さしの

国
くに

榛
はん

沢
ざわ

郡
ぐん

血
ち

洗
あらい

島
じま

村
むら

（現
げん

在
ざい

の埼
さい

玉
たま

県
けん

深
ふか

谷
や

市
し

）の農
のう

家
か

に生
う

まれる。

1845 父
ちち

から中
ちゅう

国
ごく

の本
ほん

を暗
あん

唱
しょう

させられ、記
き

憶
おく

力
りょく

がきたえられる。

1846 このころ、従
い と こ

兄の尾
お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

に学
がく

問
もん

を習
なら

い始
はじ

める。

1853 ペリー来
らい

航
こう

。日
に

本
ほん

が開
かい

国
こく

へと動
うご

き始
はじ

める。

家
いえ

の仕
し

事
ごと

にはげみ始
はじ

める。藍
あい

の仕
し

事
ごと

で商
しょう

売
ばい

の才
さい

能
のう

を発
はっ

揮
き

する。

1858 従
いとこ

妹のちよ（尾
お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

の妹
いもうと

）と結
けっ

婚
こん

。

1861 儒
じゅ

学
がく

者
しゃ

・海
かい

保
ほ

漁
ぎょ

村
そん

の塾
じゅく

、剣
けん

術
じゅつ

の千
ち

葉
ば

道
どう

場
じょう

で勤
きん

王
のう

志
し

士
し

たちと知
し

り合
あ

う。

1858 安
あん

政
せい

の大
たい

獄
ごく

が起
お

こる。

1863
倒
とう

幕
ばく

のため、高
たか

崎
さき

城
じょう

のっ取
と

り、横
よこ

浜
はま

の外
がい

国
こく

人
じん

居
きょ

留
りゅう

地
ち

の焼
や

きうち
をくわだてるが、計

けい

画
かく

を中
ちゅう

止
し

。幕
ばく

府
ふ

から逃
のが

れるため、村
むら

を出
で

て
京
きょう

都
と

へ向
む

かう。

1864 幕
ばく

府
ふ

からかけられた疑
うたが

いを晴
は

らすため、一
ひとつ

橋
ばし

慶
よしのぶ

喜の家
か

臣
しん

となる。

1866 栄
えい

一
いち

は幕
ばく

府
ふ

に仕
つか

える。一
ひとつ

橋
ばし

慶
よしのぶ

喜が征
せい

夷
い

大
たい

将
しょう

軍
ぐん

に。

1867
慶
よしのぶ

喜の弟
おとうと

、徳
とく

川
がわ

昭
あきたけ

武の留
りゅう

学
がく

のお供
とも

としてフランスへ。パリ万
ばん

博
ぱく

視
し

察
さつ

後
ご

、
ヨーロッパ諸

しょ

国
こく

をまわり、銀
ぎん

行
こう

の仕
し

組
く

みや株
かぶ

式
しき

制
せい

度
ど

について学
まな

ぶ。

大
たい

政
せい

奉
ほう

還
かん

、王
おう

政
せい

復
ふっこ

古の大
だい

号
ごう

令
れい

。

1868 帰
き

国
こく

し、駿
すん

府
ぷ

（静
しず

岡
おか

）にいる慶
よしのぶ

喜のもとへ向
む

かう。

1869
駿
すん

府
ぷ

紺
こう

屋
や

町
まち

に日
に

本
ほん

初
はつ

の合
がっ

本
ぽん

組
そ

織
しき

（株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

の先
さき

駆
が

け）である商
しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

を開
ひら

く。民
みん

部
ぶ

省
しょう

租
そ

税
ぜいの

正
かみ

を命
めい

ぜられ明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

に仕
つか

える。

1872 国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

。

1873
政
せい

府
ふ

との考
かんが

え方
かた

のちがいにより大
おお

蔵
くら

省
しょう

を辞
や

める。その後
ご

、日
に

本
ほん

で最
さい

初
しょ

の銀
ぎん

行
こう

、第
だい

一
いち

国
こく

立
りつ

銀
ぎん

行
こう

を開
かい

業
ぎょう

。総
そう

監
かん

役
やく

をつとめる。

地
ち

租
そ

改
かい

正
せい

条
じょう

例
れい

制
せい

定
てい

。

1875
商
しょう

人
にん

のために商
しょう

業
ぎょう

を専
せん

門
もん

に教
おし

える学
がっ

校
こう

として商
しょう

法
ほう

講
こう

習
しゅう

所
しょ

（後
のち

の一
ひとつ

橋
ばし

大
だい

学
がく

）の管
かん

理
り

を任
まか

される。

1876 養
よう

育
いく

院
いん

（現
げん

在
ざい

の東
とう

京
きょう

都
と

健
けん

康
こう

長
ちょう

寿
じゅ

医
い

療
りょう

センター）事
じ

務
む

長
ちょう

に就
しゅう

任
にん

。

1878 東
とう

京
きょう

商
しょう

法
ほう

会
かい

議
ぎ

所
しょ

の初
しょ

代
だい

会
かい

頭
とう

に就
しゅう

任
にん

。

1880
佐
さ

野
の

常
つね

民
たみ

・大
お

給
ぎゅう

恒
ゆずる

などが創
そう

立
りつ

した博
はく

愛
あい

社
しゃ

（現
げん

在
ざい

の日
に

本
ほん

赤
せき

十
じゅう

字
じ

社
しゃ

）の
社
しゃ

員
いん

となる。

1886
女
じょ

性
せい

にも知
ち

識
しき

と教
きょう

養
よう

が必
ひつ

要
よう

と、伊
い

藤
とう

博
ひろぶみ

文らと共
とも

に女
じょ

子
し

教
きょう

育
いく

奨
しょう

励
れい

会
かい

を創
そう

立
りつ

。

1894 日
にっしん

清戦
せん

争
そう

勃
ぼっ

発
ぱつ

。

1909
つとめていた多

おお

くの企
き

業
ぎょう

・団
だん

体
たい

の役
やく

員
いん

を辞
じ

任
にん

。日
にち

米
べい

関
かん

係
けい

の改
かい

善
ぜん

の
ため、渡

と

米
べい

実
じつ

業
ぎょう

団
だん

を結
けっ

成
せい

し、アメリカへ。タフト大
だい

統
とう

領
りょう

やトー
マス・エジソンらと会

かい

見
けん

。

1913 北
きた

里
さと

柴
しば

三
さぶ

郎
ろう

の申
もう

し立
た

てを受
う

け、日
に

本
ほん

結
けっ

核
かく

予
よ

防
ぼう

協
きょう

会
かい

を創
そう

立
りつ

。

1914 第
だい

一
いち

次
じ

世
せ

界
かい

大
たい

戦
せん

勃
ぼっ

発
ぱつ

。

1916 実
じつ

業
ぎょう

界
かい

を完
かん

全
ぜん

に引
いん

退
たい

。

1923
関
かん

東
とう

大
だい

震
しん

災
さい

で被
ひ

災
さい

するも、大
だい

震
しん

災
さい

善
ぜん

後
ご

会
かい

創
そう

立
りつ

につくすなど、
復
ふっこう

興につとめる。

1925 1926年
ねん

度
ど

ノーベル平
へい

和
わ

賞
しょう

候
こう

補
ほ

者
しゃ

に推
すい

薦
せん

される。

1926
日
にっ

本
ぽん

放
ほう

送
そう

協
きょう

会
かい

が設
せつ

立
りつ

、顧
こ

問
もん

となる。この年
とし

から1929年
ねん

まで、毎
まい

年
とし

11
月
がつ

11日
にち

の世
せ

界
かい

平
へい

和
わ

記
き

念
ねん

日
び

に、ラジオ放
ほう

送
そう

で平
へい

和
わ

へのうったえを行
おこな

う。

1931 11月
がつ

11日
にち

、自
じ

宅
たく

にて家
か

族
ぞく

に見
み

守
まも

られながら亡
な

くなる。

　栄
えい

一
いち

は13歳
さい

になると父
ちち

の市
いち

郎
ろ

右
え

衛門
も ん

から「家
いえ

の
仕
し

事
ごと

を手
て

伝
つだ

いなさい」と言
い

われました。
　栄

えい

一
いち

の家
いえ

は農
のう

業
ぎょう

のほかに、カイコから繭
まゆ

を取
と

る養
よう

蚕
さん

や、染
そめ

物
もの

に使
つか

う藍
あい

の商
しょう

売
ばい

を営
いとな

んでいまし
た。藍

あい

の商
しょう

売
ばい

は、染
せん

料
りょう

の材
ざい

料
りょう

となる藍
あい

の葉
は

を手
て

に入
い

れることから始
はじ

まります。栄
えい

一
いち

の家
いえ

では、
ほかの村

むら

からも藍
あい

の葉
は

を買
か

いつけ、それらを加
か

工
こう

して染
そめ

物
もの

屋
や

に売
う

っていました。
　あるとき、市

いち

郎
ろ

右
え

衛門
も ん

は買
か

いつけを祖
そ

父
ふ

の只
ただ

右
え

衛門
も ん

と栄
え い

一
い ち

にたのみ、信
しん

州
しゅう

の取
とり

引
ひき

先
さき

まわりへ
と出

で

かけていきました。栄
えい

一
いち

は年
とし

老
お

いた祖
そ

父
ふ

に
ことわって、ひとりで藍

あい

の葉
は

の買
か

いつけに出
で

か
けました。村

むら

人
びと

たちはまだ子
こ

どもの栄
えい

一
いち

が正
せい

確
かく

な目
め

利
き

きをするのでとてもおどろきました。
　農

のう

家
か

の信
しん

頼
らい

を得
え

た栄
えい

一
いち

は近
きん

所
じょ

の村
むら

々
むら

をまわり、
その年

とし

の藍
あい

の葉
は

をほとんど買
か

いつけてしまいま
した。長

なが

旅
たび

からもどった市
いち

郎
ろう

右
う

衛
え

門
もん

は、手
て

ごろ
な値

ね

段
だん

でいい藍
あい

の葉
は

をたくさん仕
し

入
い

れた栄
えい

一
いち

に
おどろき、大

たい

変
へん

ほめました。

13歳
さい

で商
しょう

売
ばい

人
にん

の才
さい

能
のう

が
芽

め

生
ば

える

伝記

読
どく

書
しょ

に夢
む

中
ちゅう

だった栄
えい

一
いち

少
しょう

年
ねん

6

埼
さい

玉
たま

県
けん

深
ふか

谷
や

市
し

にある、旧
きゅう

渋
しぶ

沢
さわ

邸
てい

「中
なか

の
ん

家
ち

」。

　裕
ゆう

福
ふく

な農
のう

家
か

に生
う

まれた渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は、5歳
さい

から学
がく

問
もん

や読
どく

書
しょ

を始
はじ

めます。初
はじ

めは難
むずか

しかった読
どく

書
しょ

も、
興
きょう

味
み

をもった本
ほん

を読
よ

むうちに、だんだんおもしろくなり、歩
ある

きながら本
ほん

を読
よ

むほどでした。さらに、
13歳

さい

でひとりで染
そめ

物
もの

の材
ざい

料
りょう

を買
か

いつけに行
い

くようになり、商
しょう

売
ばい

を学
まな

びます。

　栄
えい

一
いち

は1840年
ねん

に、武
む

蔵
さしのくに

国榛
はん

沢
ざわ

郡
ぐん

血
ち

洗
あらい

島
じま

村
むら

（現
げん

在
ざい

の埼
さい

玉
たま

県
けん

深
ふか

谷
や

市
し

）に生
う

まれました。村
むら

人
びと

のほと
んどは渋

しぶ

沢
さわ

家
け

の親
しん

族
ぞく

で、農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

んでいました。
渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は13人
にん

兄
きょう

妹
だい

でしたが、そのうちの10人
にん

は幼
おさな

いうちに亡
な

くなり、男
おとこ

の子
こ

は栄
えい

一
いち

ひとりだ
け。栄

えい

一
いち

はあとつぎとしてとても大
たい

切
せつ

に育
そだ

てら
れ、大

おお

きな病
びょう

気
き

をすることもなく、元
げん

気
き

いっぱ
いに成

せい

長
ちょう

していきます。

農
のう

業
ぎょう

を営
いとな

む 
村

むら

に生
う

まれる

　栄
えい

一
いち

の父
ちち

の市
いち

郎
ろ

右
え

衛門
も ん

は商
しょう

売
ばい

が上
じょう

手
ず

で、勉
べん

強
きょう

をよくする人
ひと

でした。市
いち

郎
ろ

右
え

衛門
も ん

は栄
えい

一
いち

が5歳
さい

に
なると中

ちゅう

国
ごく

の本
ほん

を暗
あん

唱
しょう

させ、7歳
さい

ごろから栄
えい

一
いち

の
従
い と こ

兄の尾
お

高
だか

惇
じゅん

忠
ちゅう

のもとに勉
べん

強
きょう

に行
い

かせました。
11歳

さい

ごろから、惇
じゅん

忠
ちゅう

は栄
えい

一
いち

に決
き

まった本
ほん

を暗
あん

唱
しょう

させるようなことはせず、栄
えい

一
いち

が興
きょう

味
み

をもった
本
ほん

を好
す

きなだけ読
よ

ませました。栄
えい

一
いち

は、たくさ
んの本

ほん

を読
よ

むことで、　自
し

然
ぜん

と読
どく

書
しょく

力
りょく

がついて、
色
いろ

々
いろ

なことが理
り

解
かい

できるようになっていきまし
た。

5歳
さい

で中
ちゅう

国
ごく

の学
がく

習
しゅう

書
しょ

を学
がく

び始
はじ

め、
11歳

さい

ごろ読
どく

書
しょ

に目
め

覚
ざ

める

　栄
えい

一
いち

は『三
さん

国
ごく

志
し

』や『里
さと

見
み

八
はっ

犬
けん

伝
でん

』などの英
えい

雄
ゆう

が
活
かつ

躍
やく

する物
もの

語
がたり

が大
だい

好
す

きで時
じ

間
かん

を忘
わす

れて読
よ

みふけ
りました。栄

えい

一
いち

があまりに本
ほん

に夢
む

中
ちゅう

なので、父
ちち

はあきれて「読
よ

み書
か

きは大
だい

事
じ

だが、のめりこみす
過
す

ぎるんじゃない」と忠
ちゅう

告
こく

をしたほどです。
　栄

えい

一
いち

は行
い

き帰
かえ

りの道
みち

を本
ほん

を読
よ

みながら歩
ある

くの
で、ある年

とし

のお正
しょう

月
がつ

には晴
は

れ着
ぎ

を着
き

たまま本
ほん

を
読
よ

み歩
ある

いていて、溝
みぞ

に落
お

ち、服
ふく

を汚
よご

して、母
はは

に
ものすごくしかられたりもしたそうです。

本
ほん

に夢
む

中
ちゅう

になり過
す

ぎて
溝

みぞ

に落
お

ちることも

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

物
もの

語
がたり

でん       き



ILL ラフ

9

資
し

金
きん

を出
だ

した人
ひと

には
利
り

益
えき

を分
わ

け合
あ

い
配
はい

当
とう

金
きん

を出
だ

す。

●産
さん

業
ぎょう

を発
はっ

展
てん

させるための資
し

金
きん

の貸
か

しつけをする。
●肥

ひ

料
りょう

や米
こめ

をまとめて買
か

いつける。
●�静

しず

岡
おか

藩
はん

の農
のう

産
さん

物
ぶつ

を買
か

い入
い

れ東
とう

京
きょう

などで販
はん

売
ばい

する。

　フランスに行
い

った栄
えい

一
いち

はパリ万
ばん

博
ぱく

で、蒸
じょう

気
き

機
き

関
かん

やエレベーターなど世
せ

界
かい

各
かっ

国
こく

の最
さい

新
しん

の発
はつ

明
めい

品
ひん

に目
め

を見
み

張
は

りました。日
にち

常
じょう

生
せい

活
かつ

においても、病
びょう

院
いん

や鉄
てつ

道
どう

、ガスや水
すい

道
どう

といった設
せつ

備
び

が整
ととの

ってい
ることにおどろかされました。
　なかでも銀

ぎん

行
こう

の存
そん

在
ざい

と株
かぶ

式
しき

制
せい

度
ど

に強
つよ

い衝
しょう

撃
げき

を
受
う

けました。そして、栄
えい

一
いち

は金
きん

融
ゆう

の仕
し

組
く

みや制
せい

度
ど

について多
おお

くを学
まな

ぶことができました。
　さらに栄

えい

一
いち

は、商
しょう

人
にん

と軍
ぐん

人
じん

が対
たい

等
とう

の立
たち

場
ば

で会
かい

話
わ

をしていることにもおどろきました。それは
商
しょう

人
にん

が武
ぶ

士
し

に意
い

見
けん

するようなもので、身
み

分
ぶん

格
かく

差
さ

が激
はげ

しかった当
とう

時
じ

の日
に

本
ほん

では、考
かんが

えられないこ
とでした。「軍

ぐん

人
じん

だろうと、市
し

民
みん

だろうと、政
せい

治
じ

に参
さん

加
か

してもよいのだ！」。
　栄

えい

一
いち

は、これからの日
に

本
ほん

の発
はっ

展
てん

には、身
み

分
ぶん

に
かかわらず、自

じ

由
ゆう

な発
はつ

言
げん

が許
ゆる

され、実
じつ

力
りょく

のある
人
ひと

はきちんと評
ひょう

価
か

されることが必
ひつ

要
よう

だと強
つよ

く思
おも

いました。

フランスで
衝
しょう

撃
げき

を受
う

ける

　栄
えい

一
いち

がフランスに渡
わた

ってから1年
ねん

半
はん

が過
す

ぎたこ
ろ、日

に

本
ほん

では、慶
よし

喜
のぶ

が、幕
ばく

府
ふ

の将
しょう

軍
ぐん

の地
ち

位
い

を捨
す

て、
駿
すん

府
ぷ

藩
はん

（後
のち

の静
しず

岡
おか

藩
はん

）にいました。
　慶

よし

喜
のぶ

がいる駿
すん

府
ぷ

藩
はん

で事
じ

業
ぎょう

を成
せい

功
こう

させたいと考
かんが

えた栄
えい　いち

一は、帰
き

国
こく

後
ご

の1869年
ねん

、駿
すん

府
ぷ

藩
はん

と協
きょう

力
りょく

し
て、商

しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

を設
せつ

立
りつ

します。商
しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

は銀
ぎん

行
こう

と
商
しょう

社
しゃ

の特
とく

徴
ちょう

をあわせもった金
きん

融
ゆう

会
がい

社
しゃ

で、株
かぶ

式
しき

制
せい

度
ど

や、フランスで学
まな

んだ経
けい

済
ざい

の知
ち

識
しき

を取
と

り入
い

れ
てつくられました。
　商

しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

の運
うん

営
えい

が軌
き

道
どう

に乗
の

ると、栄
えい

一
いち

の目
め

覚
ざ

ましい活
かつ

躍
やく

は、新
あたら

しく成
せい

立
りつ

した明
めい

治
じ

政
せい

府
ふ

の耳
みみ

に
も入

はい

りました。政
せい

府
ふ

は、経
けい

済
ざい

の知
ち

識
しき

があり、新
あたら

しいことを積
せっ

極
きょく

的
てき

に取
と

り入
い

れて実
じっ

践
せん

する栄
えい

一
いち

を
放
ほう

ってはおきません。国
くに

のあり方
かた

が大
おお

きく変
へん

化
か

するなかで、栄
えい

一
いち

の力
ちから

が必
ひつ

要
よう

とされていたので
した。

先
せん

進
しん

的
てき

な
商
しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

を設
せつ

立
りつ

渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

の商
しょう

法
ほう

会
かい

所
しょ

（株
かぶ

式
しき

会
がい

社
しゃ

）

藩
はん

のお金
かね

と
民
みん

間
かん

から集
あつ

めた
お金

かね

を
合
あ

わせて運
うん

営
えい

する。

伝記 渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

物
もの

語
がたり
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写
しゃ

真
しん

は1867年
ねん

に出
しゅっ

発
ぱつ

した
徳
とく

川
がわ

昭
あき

武
たけ

一
いっ

行
こう

の集
しゅう

合
ごう

写
しゃ

真
しん

。
順
じゅん

応
のう

性
せい

のあった渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

はこの後
あと

、ヨーロッパで
はマゲを結

ゆ

っている人
ひと

は
ひとりもいないといって、
マゲを切

き

り、洋
よう

装
そう

になった。

　渋
しぶ

沢
さわ

栄
えい

一
いち

は幕
ばく

府
ふ

をたおす計
けい

画
かく

を立
た

てたため、江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

から要
よう

注
ちゅう

意
い

人
じん

物
ぶつ

として目
め

をつけられます。
逃
に

げるようにして向
む

かった京
きょう

都
と

で、後
のち

に江
え

戸
ど

幕
ばく

府
ふ

最
さい

後
ご

の将
しょう

軍
ぐん

になる一
ひとつ

橋
ばし

慶
よし

喜
のぶ

に仕
つか

えることになりま
す。その後

ご

、慶
よし

喜
のぶ

の弟
おとうと

、昭
あき

武
たけ

のお供
とも

で訪
おとず

れたヨーロッパの工
こう

業
ぎょう

、商
しょう

業
ぎょう

の発
はっ

展
てん

に衝
しょう

撃
げき

を受
う

けます。

衝
しょう

撃
げき

のヨーロッパ体
たい

験
けん

　21歳
さい

になった栄
えい

一
いち

は父
ちち

にたのみこみ江
え

戸
ど

に出
で

ます。そこで知
し

り合
あ

った勤
きん

王
のう

志
し

士
し ※たちに影

えい

響
きょう

を
受
う

け、群
ぐん

馬
ま

県
けん

にあった城
しろ

をのっ取
と

る計
けい

画
かく

を立
た

て
ますが、親

しん

族
ぞく

の説
せっ

得
とく

で計
けい

画
かく

を中
ちゅう

止
し

します。しか
し栄

えい

一
いち

はすでに幕
ばく

府
ふ

に目
め

をつけられていました。
あわてて京

きょう

都
と

へのがれた栄
えい

一
いち

に幕
ばく

府
ふ

の追
お

っ手
て

が
迫
せま

ります。困
こま

り果
は

てていたところ、一
ひとつ

橋
ばし

慶
よしのぶ

喜※の
側
そっ

近
きん

から「家
か

臣
しん

になれば疑
うたが

いも晴
は

れる」と誘
さそ

いを
受
う

け、栄
えい

一
いち

は命
いのち

拾
びろ

いをしました。

要
よう

注
ちゅう

意
い

人
じん

物
ぶつ

となるも、
一
ひとつ

橋
ばし

慶
よ し の ぶ

喜に命
いのち

を救
すく

われる

　1867年
ねん

、慶
よし

喜
のぶ

の弟
おとうと

・徳
とく

川
がわ

昭
あき

武
たけ

のパリ万
ばん

博
ぱく

参
さん

列
れつ

・
フランス留

りゅう

学
がく

が決
き

まり、栄
えい

一
いち

はお供
とも

として選
えら

ば
れました。栄

えい

一
いち

は横
よこ

浜
はま

の古
ふる

着
ぎ

屋
や

で燕
えん

尾
び

服
ふく

（イブニ
ングコート）を買

か

い、自
じ

信
しん

満
まん

々
まん

で船
ふな

旅
たび

に出
で

ます。
　ところが、途

と

中
ちゅう

立
た

ち寄
よ

った香
ほん

港
こん

で栄
えい

一
いち

だけぞ
んざいなあつかいを受

う

けます。栄
えい

一
いち

が抗
こう

議
ぎ

する
と、ボーイから「おつきのコック（料

りょう

理
り

人
にん

）かと
思
おも

ったんです」との返
へん

事
じ

が返
かえ

ってきました。当
とう

時
じ

ヨーロッパにはコックは燕
えん

尾
び

服
ふく

を着
き

る習
しゅう

慣
かん

が
あったので、栄

えい

一
いち

はコックにまちがわれたので
した。

フランス行
い

きが決
き

まる
も、思

おも

わぬ落
お

とし穴
あな

が

※天
てん
皇
のう
に忠

ちゅう
誠
せい
をちかい、天

てん
皇
のう
中
ちゅう
心
しん
の政
せい
治
じ
が正
ただ
しいと信

しん
じる武

ぶ
士
し
や浪
ろう
人
にん
のこと。

※江
え
戸
ど
幕
ばく
府
ふ
第
だい
15代

だい
征
せい
夷
い
大
たい
将
しょう
軍
ぐん
、徳
とく
川
がわ
慶
よし
喜
のぶ
。一

ひとつ
橋
ばし
徳
とく
川
がわ
家
け
第
だい
9代
だい
当
とう
主
しゅ
。

でん       き




